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はじめに 

     ＬＤＳシリーズでは、質量測定はもちろんのこと、コンパレータ機能，個数 

    測定などの応用測定機能や単位換算機能を備えています。 

     本書では、単位換算機能，応用測定機能，メニュー，外部出力の操作・動作 

    内容などについて記述しています。 

     本器の据え付けや基本的な使い方については、「 ＬＤＳシリーズ取扱説明書 

    基本編 」をご参照ください。 

 

 

 

 

   【 表示記号について 】 

・ＰＣＳ     個数単位測定時に点灯します。 

・％       ％測定時に点灯します。 

・▼       パネルに記載された状態であることを示します。 

・＃       数値設定時、機能選択時に点灯します。 

・・       外部機器とのデータ通信時に点灯します。 

・ＨＩ      コンパレータモードの超過時に点灯します。 

・ＯＫ      コンパレータモードの適量時に点灯します。 

・ＬＯ      コンパレータモードの不足時に点灯します。 

・ﾊﾞｯﾃﾘｰﾏｰｸ    乾電池駆動時の容量警告を示します。 
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１．機能の説明 

    島津電子台はかりが装備している機能についての説明をします。 

    各機能の操作および設定方法は２および３項をご参照ください。 

 1.1 単位換算機能 
    次の単位が使用できます。 

        ・個数単位（ 表示記号 ＰＣＳ ） 

       １個あたりの重量が等しい試料を複数個まとめて重量測定し、 

      その合計重量と１個あたりの重量から、その試料が何個あるか 

      個数を求めます。 

・％単位 （ 表示記号 ％ ） 

       １００％の基準重量と比較し、はかられた量の割合を％で求 

      めます。 

 1.2 応用測定機能 
  1.2.1 コンパレータ機能 
    被計量物の重量値の上限値と下限値を設定し、重量チェッカーとして使用 

   することができます。 

    設定した上限値と下限値は、電源を切っても記憶しています。 

  1.2.2 プリセット風袋引き 
    重量が既知の風袋を使用するときに、あらかじめその値を風袋量として入 

   力しておくことができます。 

    入力した風袋量は、電源を切っても記憶しています。 

 1.3 応用機能 
  1.3.1 バックライト輝度調節（バックライト付機種のみ） 
    表示器のバックライト輝度を調節できます。 

  1.3.2 オートパワーオフ機能 
    ＊1一定時間＊2ゼロ表示が続き、その間キー操作が全く行われないとスタンバイ 

   モードとなり消費電力を低減させます。 

    ＊１ 一定時間：工場出荷時は３分に設定されています。 

            １～９９分の範囲で設定変更可能です。 

    ＊２ ゼロ表示：風袋引きによるゼロ表示中は除きます。 

  1.3.3 ゼロトラッキング機能 
    表示がゼロのときにはできるだけゼロ表示を保つように、わずかなゼロからの 

   変化を自動的にキャンセルします。 

  1.3.4 安定検出幅設定機能 
    安定マーク（ → ）を点灯させるタイミングを変更することができます。 

    安定検出幅の値を小さくすると安定マーク（ → ）点灯後の表示値変化が小さ 

   くなり、マーク点灯までの時間が長くなります。大きくすると安定マーク点灯後 

   の表示値変化が大きくなりますが、マーク点灯までの時間は短くなります。 

 1.4 外部出力機能 
    標準装備のＲＳ－２３２Ｃまたはオプションのプリンタを使用することにより、 

   計量値を外部機器へ出力，印字することができます。 

    また、＊3Ｗｉｎｄｏｗｓ直結機能により、Ｗｉｎｄｏｗｓアプリケーションへ 

   のデータ転送が簡単に行えます。 

 

 

 

     ＊３ Ｗｉｎｄｏｗｓは、米国ＭｉｃｒｏＳｏｆｔ社の登録商標です。 



 

２．単位換算機能を使うには 

    ［ 単位／   ］キーを押す毎に、重量測定表示から個数測定（ ＰＣＳ ），％測 

   定へと単位が切り替わります。 

 

      重量測定（ ｋｇ ）      個数測定（ ＰＣＳ ）      ％測定 

 

 

 

 2.1 個数測定 
    重量表示のときに［ 単位／   ］キーを押すと、“ＰＣＳ”が表示されます。 

    初めて個数測定機能を使うとき，単重値（ 試料１個あたりの重量 ）を変更する 

   ときは、2.1.1 項に従って設定を行ってください。 

    設定変更の必要がない場合は、2.1.2 項へ進んでください。 

  2.1.1 単重値の設定 
   ①“ＰＣＳ”と表示されているときに［ 単位／   ］ 

    キーを３秒以上押し続けます。 

   ②表示器に、“ｎ １０”と表示されます。 

    ［ 単位／   ］キーを押すと、“ｎ ２０”， 

    “ｎ ５０”，“ｎ１００”と試料数が変 

    化します。 

    ※設定を中断するときは［ ＯＮ／ＯＦＦ ］ 

キーを押してください。 

個数表示へ戻ります。 

ただし、個数測定は行えません。 

   ③所定の試料数を表示させ、表示されている個数 

    分の試料を皿に載せます。 

   ④安定したら、［ 風袋／   ］キーを押します。 

    “ＳＥｔ”表示の後に、個数を表示します。 

    一度設定した単重値は記憶しています。 

    ※設定された単重値が目量未満の場合は、 

設定値エラーとなり、“Ｅｒｒ ２０” 

と表示されます。 

  2.1.2 個数測定 
   ①“ＰＣＳ”と表示されている状態で、試料を載 

    せます。 

   ②皿に載っている試料の個数が表示されます。 
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 2.2 ％測定 
    重量表示のときに［ 単位／   ］キーを２回押すと、“％”が表示されます。 

    初めて％測定機能を使うとき，基準重量（ １００％となる重量 ）を変更する 

   ときは、2.2.1 項に従って設定を行ってください。 

    設定変更の必要がない場合は、2.2.2 項へ進んでください。 

  2.2.1 基準重量の設定 
   ①％表示のときに［ 単位／   ］キーを３秒以上 

    押し続けます。 

   ②表示器に“１００”と表示されます。 

   ③基準重量分の試料を皿に載せて、安定した 

    ら［ 風袋／   ］キーを押します。 

    “ＳＥｔ”表示の後に、％単位表示になり 

    ます。 

    ※設定を中断するときは［ ＯＮ／ＯＦＦ ］ 

キーを押してください。 

％表示へ戻ります。 

ただし、％測定は行えません。 

  2.2.2 ％測定 
   ①“％”と表示されている状態で、試料を載せま 

    す。 

   ②皿に載っている試料が基準値に対して何％ある 

    か表示されます。 

 

 

３．応用機能を使うには 

    コンパレータ機能，プリセット風袋引き，測定条件の設定が行えます。 

    ［ メニュー ］キーを押すとメニューマップの順送りで、［ 単位／   ］ 

   キーを押すとメニューマップの逆送りで表示が切り替わります。 

 

 3.1 コンパレータ機能 
    初めてコンパレータ機能を使う場合，基準値を変更する場合は 3.1.1 項に従って 

   上限値，下限値の設定を行ってください。 

    それ以外の場合は、3.1.2 項へ進んでください。 

  3.1.1 上限値，下限値の設定 
   ①重量，個数，％表示のときに［ メニュー ］ 

    キーを押すと、“ＨＩ”“ＯＫ”“ＬＯ” 

    記号が表示されます。 

   ②［ 風袋／   ］キーを押します。 

   ③“ＨＩ”が点灯します。上限値の設定を行い 

    ます。 

   ④［ 印字／   ］キーを押すと、点滅している桁 

    の数値が増加し、[ 単位／   ]キーを押すと数 

    値が減少します。 

    ［ ゼロ／   ］キーを押すと、点滅する桁が右 

    へ移動します。 
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   ⑤所定の値を表示させた後、［ 風袋／   ］キー 

    を押すと、“ＳＥｔ”と表示されます。 

    ※設定を中断するときは［ ＯＮ／ＯＦＦ ］ 

キーを押してください。 

“Ａｂｏｒｔ”と表示した後、重量表示 

へ戻ります。 

※ひょう量を超える値を設定した場合は、 

設定値エラーとなり、“Ｅｒｒ ２０” 

と表示され、上限値設定表示へ戻ります。 

   ⑥“ＬＯ”が点灯します。④と同じように操 

    作して、下限値を設定します。 

    ※設定を中断するときは［ ＯＮ／ＯＦＦ ］ 

キーを押してください。 

“Ａｂｏｒｔ”と表示した後、重量表示 

へ戻ります。 

※上限値と同じ値を設定した場合は、設定 

値エラーとなり、“Ｅｒｒ ２０”と表 

示され、下限値設定表示へ戻ります。 

   ⑦設定が終了すると、測定の表示に戻ります。 

    “ＨＩ”，“ＯＫ”，“ＬＯ”のいずれかの記号が点灯します。 

    ⅰ）上限値，下限値は測定する単位の表示 

      値で設定します。 

       例：上限値を１００と設定した場合 

         重量表示  １．００ｋｇ 

         個数表示  １００ＰＣＳ 

         ％表示   １０．０％ 

    ⅱ）判定は下のとおりです。 

       ＨＩ：上限値＜測定値 

       ＯＫ：下限値≦測定値≦上限値 

       ＬＯ：測定値＜下限値 

  3.1.2 コンパレータ機能 
    コンパレータ機能を使用したことがある場合は、一旦電源を切ってもコンパレー 

   タ機能が起動します。 

   ①計量値が上限値を超えると“ＨＩ”が点灯 

    します。 

   ②計量値が下限値以上、上限値以下ならば 

    “ＯＫ”が点灯します。 

   ③計量値が下限値未満ならば“ＬＯ”が点灯 

    します。 

    以下の操作でコンパレータ機能の解除，起動が行えます。 

   ①コンパレータ機能を終了させるとき 

    ［ ＯＮ／ＯＦＦ ］キーを３秒以上押し続け 

    ます。 

    “ＨＩ”“ＯＫ”“ＬＯ”の記号が消灯します。 

   ②コンパレータ機能を起動するとき 

    ［ メニュー ］キーを３秒以上押し続けます。 

    以前に設定された上限値，下限値でコンパレ 

    ータ機能が起動します。 

    “ＨＩ”，“ＯＫ”，“ＬＯ”のいずれかの 

    記号が点灯します。 
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 3.2 プリセット風袋 
    あらかじめ、風袋量（ はかり取りに使用するための容器など ）がわかっている 

   場合に、その量を設定しておくことができます。 

    初めてプリセット風袋を使う場合，風袋値を変更する場合は、3.2.1 項に従って 

   設定を行ってください。 

    プリセット風袋の解除，値を変更せずに再使用をする場合は、3.2.2 項へ進んで 

   ください。 

  3.2.1 風袋値の設定 
   ①重量，個数，％表示のときに、［メニュー］ 

    キーを２回押します。 

   ②“ＰｒＥ．ｔＡ”と表示されます。 

    ［ 風袋／   ］キーを押します。 

   ③［ 印字／   ］キーを押すと、点滅している桁 

    の数値が増加し、[ 単位／   ]キーを押すと数 

    値が減少します。 

    ［ ゼロ／   ］キーを押すと、点滅する桁が右 

    へ移動します。 

    所定の値を表示させた後、［ 風袋／   ］キー 

    を押すと、“ＳＥｔ”と表示されます。 

    ※プリセット風袋の値は、重量単位(ｋｇ) 

で設定してください。 

※設定を中断するときは［ ＯＮ／ＯＦＦ ］ 

キーを押してください。 

“Ａｂｏｒｔ”と表示した後、重量表示 

へ戻ります。 

   ④重量表示に戻り、設定した値がマイナス表 

    示されます。 

    個数，％表示のときは、各々の単位に換算 

    された値が、マイナス表示されます。 

  3.2.2 プリセット風袋引き 
    以下の操作により、プリセット風袋引きの使用，解除が行えます。 

   ①以前に設定した風袋値のままプリセット風袋引きを使用する 

    ［ 風袋／   ］キーを３秒以上押し続けます。 

    皿に何も載っていないときは、風袋量がマ 

    イナス表示され、風袋引き中マークが点灯 

    します。 

    皿に物が載っている場合は、正味量が表示 

    されます。 

    （ 正味量 ）＝（ 総量 ）－（ 風袋量 ） 

   ②プリセット風袋引きを解除する 

    3.2.1 項の要領で、設定値をゼロにします。 

    風袋引きが解除され、総量が表示されます。 

    （ 総量 ）＝（ 正味量 ）＋（ 風袋量 ） 
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 3.3 測定条件の設定 
    測定条件の設定には、下の項目があります。 

１）“ＬＣｄ”      バックライト輝度調節（ ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ付のみ表示 ） 

２）“ＡＰｏ：ＸＸ”  オートパワーオフの設定 

３）“ｏＦＦ ｔ”   オートパワーオフタイマーの設定 

４）“ｔｒＣ：ＸＸ”  ゼロトラッキングの設定 

５）“ｂ：ｂ－ＸＸ”  安定検出幅の設定 

６）“ＣＡＬ”     感度校正 

７）“ＣＡＬＳＥｔ”  感度校正用分銅値の設定 

８）“Ｐｒｔ”     プリンタ（ プリンタ接続時のみ表示 ） 

９）“ｒＳ２３２”   ＲＳ－２３２Ｃ通信仕様の設定 

    １０）“ｒｔＣ”     内蔵時計の日付・時刻設定 

    これらの項目を設定するために、重量，個数，％表示のときに［ メニュー ］ 

   キーを３回押して“ＦＵｎＣ”と表示させます。 

    ここで、［ 風袋／   ］キーを押すと “ＡＰｏ：ｏｎ(またはｏＦ)”と表示さ 

れ、１）～１０）の項目を選択できるようになります。 

    ［ メニュー ］キーを押すごとに、１）→１０）の順番で表示が切り換わります。 

    ［ 単位／   ］キーを押すごとに、１０）→１）の順番で表示が切り換わります。 

    設定する項目の表示があらわれたら、［ 風袋／   ］キーを押して選択します。 

    設定を終了または中断して重量表示へ戻るときは、［ ＯＮ／ＯＦＦ ］キー 

   を３秒程押し続けます。 

  3.3.1 バックライト輝度調節 
   ※バックライト付機種のみメニュー表示されます。 

   ①“ＬＣｄ”と表示されているときに 

    ［ 風袋／   ］キーを押します。 

   ②表示器の上側に“＃”が点灯します。 

    ［ 印字／   ］キーを押すと明るく 

    なり、［ 単位／   ］キーを押すと 

    暗くなります。 

    ※設定を中断するときは［ ＯＮ／ＯＦＦ ］ 

キーを押してください。 

     輝度を変更せずに終了します。 

   ③希望の明るさになったら［ 風袋／   ］ 

    キーを押します。 

    設定された明るさは、記憶されます。 

    次回の電源投入時には、同じ明るさでバッ 

    クライトが点灯します。 

  3.3.2 オートパワーオフ 
   ①“ＡＰｏ：ｏｎ(またはｏＦ)”と表示され 

    ているときに、［ 風袋／   ］キーを押します。 

   ②“ＡＰｏ：ｏｎ”と表示され、表示器上側 

    に“＃”が表示されます。 

    ［ メニュー ］キーまたは［ 単位／   ］ 

    キーを押すたびに、斜体文字部分が 

    “ｏｎ”，“ｏＦ”と交互に切り換わります。 

    ※設定を中断するときは［ ＯＮ／ＯＦＦ ］ 

キーを押してください。 

“ＡＰｏ：ｏｎ(またはｏＦ)”の表示へ 

戻ります。 
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   ③“ｏｎ”と表示されているときに［ 風袋／   ］ 

    キーを押すとオートパワーオフ機能が作 

    動します。 

    “ｏＦ”と表示されているときに［ 風袋／   ］ 

    キーを押すとオートパワーオフ機能が停 

    止します。 

    ※設定は、変更されるまで記憶しています。 

  3.3.3 オートパワーオフタイマー設定 
   ①“ｏＦＦ ｔ”と表示されているときに、 

    ［ 風袋／   ］キーを押します。 

   ②“＿＿＿＿ＸＸ”と表示されます。 

    表示器上側に“＃”が表示されます。 

   ③［ 印字 ／   ］キーを押すと、点滅している桁 

    の数値が増加し、[ 単位／   ]キーを押すと数 

    値が減少します。 

    ［ ゼロ／   ］キーを押すと、点滅する桁が右 

    へ移動します。 

    所定の値を表示させた後、［ 風袋／   ］キー 

    を押すと、“ＳＥｔ”と表示されます。 

    ※設定を中断するときは［ ＯＮ／ＯＦＦ ］ 

キーを押してください。 

“Ａｂｏｒｔ”と表示した後、“ｏＦＦ ｔ” 

表示へ戻ります。 

    ※タイマーの値は１～９９までの分単位で 

     設定してください。 

    ※オートパワーオフ機能を作動させていな 

     いとタイマーを設定してもオートパワー 

     オフは機能しません。 

    ※設定した値は、変更されるまで記憶して 

 います。 

  3.3.4 ゼロトラッキング 
   ①“ｔｒＣ：ｏｎ(またはｏＦ)”と表示されているときに、 

    ［ 風袋／   ］キーを押します。 

   ②“ｔｒＣ：ｏｎ”と表示され、表示器上側に 

    “＃”が表示されます。 

    ［ メニュー ］キーまたは［ 単位／   ］キー 

    を押すたびに、斜体文字部分が“ｏｎ”，“ｏＦ” 

    と交互に切り換わります。 

    ※設定を中断するときは［ ＯＮ／ＯＦＦ ］ 

キーを押してください。 

“ｔｒＣ：ｏｎ(またはｏＦ)”の表示へ戻ります。 

   ③“ｏｎ”と表示されているときに［ 風袋／   ］ 

    キーを押すとゼロトラッキング機能が作動します。 

    “ｏＦ”と表示されているときに［ 風袋／   ］ 

    キーを押すとゼロトラッキング機能が停止します。 

    ※設定は、変更されるまで記憶しています。 
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  3.3.5 安定検出幅の設定 
   ①“ｂ：ｂ－ＸＸ”と表示されているときに、 

    ［ 風袋／   ］キーを押します。 

   ②“ｂ－１”と表示され、表示器上側に“＃” 

    が表示されます。 

    ［ メニュー ］キーを押すたびに、斜体文字 

    部分の表示が、“５”，“１０”，“１”，… 

    と切り換わります。 

    ※設定を中断するときは［ ＯＮ／ＯＦＦ ］ 

キーを押してください。 

“ｂ：ｂ－ＸＸ”の表示へ戻ります。 

   ③希望する表示されているときに［ 風袋／   ］キー 

    を押すと設定が完了し、“ｂ：ｂ－ＸＸ”と 

    設定した値を表示します。 

    ※設定は、変更されるまで記憶しています。 
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４．感度校正を行うには 

 4.1 感度校正分銅値の設定 
    感度校正に使用する分銅値を規定範囲内（２／３秤量～秤量）で任意に設定する 

    ことができます。 

    設定手順は以下のとおりです。 

    工場出荷時の分銅値で感度校正を行う場合は、この項目を行う必要はありません。 

 

   ①［ メニュー ］キーを３回押して 

    “ＦＵｎＣ”を表示させて、［ 風袋／   ］ 

    キーを押します。 

 

   ②“ＬＣｄ”(ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ付)または“ＡＰｏ：ｏＦ(またはｏｎ)”と表示されます。 

    ［ メニュー ］キーまたは［ 単位／   ］キー 

    を押して、“ＣＡＬＳＥｔ”と表示させま 

    す。 

   ③［ 風袋／   ］キーを押します。 

   ④現在設定されている分銅値が表示され 

    数値入力を行える桁が点滅します。 

※設定値の変更をしない場合は、 

［ ＯＮ／ＯＦＦ ］キー 

または［ 風袋／   ］キーを 

押してください。 

［ ＯＮ／ＯＦＦ ］キー 

を押した場合は“Ａｂｏｒｔ”， 

［ 風袋／   ］キーを押した 

場合は“ＳＥｔ”と表示され 

重量表示へ戻ります。 

   ⑤［ 印字／   ］キーを押すと点滅して 

    いる桁の数値が増加します。 

    ［ 単位／   ］キーを押すと点滅して 

    いる桁の数値が減少します。 

    ［ ゼロ／   ］キーを押すと点滅する 

    桁が右へ１桁移動します。 

   ⑥分銅値の設定が終了したら［ 風袋／   ］ 

    キーを押します。 

   ⑦“ＳＥｔ”と数秒間表示された後に 

    “ＣＡＬＳＥｔ”へ戻ります。 

    設定された値は、電源を切っても記憶 

    しています。 

 

    工場出荷時に設定されている分銅値は下表のとおりです。 

型名 分銅値 型名 分銅値 

ＬＤＳ－１５Ｈ １５ｋｇ ＬＤＳ－３０Ｓ ３０ｋｇ 

ＬＤＳ－３０Ｈ ３０ｋｇ ＬＤＳ－６０Ｓ ６０ｋｇ 

ＬＤＳ－６０Ｈ ６０ｋｇ ＬＤＳ－１５０Ｓ １５０ｋｇ 

ＬＤＳ－１５０Ｈ １５０ｋｇ 
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 4.2 感度校正 
    感度校正を開始する前に次のことを確認してください。 

     １）はかりの水平 

水準器の気泡が中央に来ているか確認してください。 

ずれている場合は、「 基本編 」の据付に従って調整してください。 

２）皿上 

皿に載っているものは必ず降ろしてください。 

ものが載った状態で感度校正を開始すると“ＣＡＬ Ｅ２”と表示 

された後に重量表示へ戻ります。 

 

 

 

３）表示 

皿に何も載っていない状態でゼロがずれているときは、［ ゼロ／   ］ 

キーを押して表示をゼロにしてください。 

 

   ①［ メニュー ］キーを３回押して 

    “ＦＵｎＣ”を表示させて、［ 風袋／   ］ 

    キーを押します。 

   ②“ＬＣｄ”(ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ付)または“ＡＰｏ：ｏｎ(またはｏＦ)”と表示されます。 

    ［ メニュー ］キーまたは［ 単位／   ］キー 

    を押して“ＣＡＬ”と表示させます。 

   ③［ 風袋／   ］キーをおします。 

   ④校正に使用する分銅値が点滅表示され 

    ます。 

    分銅を皿に載せます。 

   ⑤安定マーク（ → ）が点灯したら［ 風 

    袋／   ］キーを押します。 

   ⑥ゼロの点滅表示に変わります。 

    分銅を降ろします。 

   ⑦安定マーク（ → ）が点灯したら［ 風 

    袋／   ］キーを押します。 

   ⑧“ＣＡＬＥｎｄ”と数秒間表示された 

    後、重量表示にもどります。 

    感度校正終了です。 

   ⑨“ＣＡＬ Ｅ４”が数秒間表示された 

    後に重量表示へ戻った場合は、使用す 

    る分銅が間違っています。分銅値を確 

    認して再度①から操作してください。 
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 4.3感度校正結果の印字 
    オプションプリンタＥＰ－７０を使用すると、感度校正終了後に下のように 

   校正結果を自動印字します。 

 

 

    感度校正結果印字例 

 

           ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

              ＣＡＬ－ＲＥＳＵＬＴ 

           ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

             ＳＨＩＭＡＤＺＵ ＣＯＲＰ 
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           ＬＤＳ－１５０Ｓ   １．００ ・・・はかり型名，Ver. 

            Ｓ／Ｎ Ｄ５１０１００００１ ・・・はかり機体番号 

 

           ＤＡＴＥ ２０００－０１－０１ ・・・感度校正実施日 

           ＴＩＭＥ      １３：００ ・・・感度校正実施時刻 

 

           ＲＥＦ＝   １５０．００ｋｇ ・・・感度校正分銅値 

           ＢＦＲ＝   １４９．９５ｋｇ ・・・校正前の感度 

           ＡＦＴ＝   １５０．００ｋｇ ・・・校正後の感度 

 

                 －ＣＯＭＰＬＥＴＥ 

 

               －ＳＩＧＮＡＴＵＲＥ－ 

 

                           ・・・校正作業者の署名欄 

 

           ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

 

 

    ※ ＲＳ－２３２Ｃのみの接続時は、感度校正結果出力を正しく行えません。 

      ＲＳ－２３２ＣでＰＣ等へ校正結果を読み込むときは、必ずオプション 

      プリンタＥＰ－７０を併用してください。 

    ※ Ｗｉｎｄｏｗｓ直結モード時は、感度校正結果出力を正しく行えません。 

      感度校正を実施前に、必ずＷｉｎｄｏｗｓ直結モードを解除してください。 



 

５． 表示値を外部機器へ出力するには（６．コンパレータ信号も必ずお読み下さい。） 

 5.1 ＲＳ－２３２Ｃ出力 
    ＲＳ－２３２Ｃ出力を利用する前に、次の準備を行ってください。 

      ①はかりの電源を切って、表示器背面のＲＳ－２３２Ｃコネクタに 

       ケーブル（ リバースケーブル ）を接続します。 

      ②はかりの電源を入れて、はかり接続する機器の通信仕様の設定を 

       行います。 

    表示されている値をＲＳ－２３２Ｃ出力により外部へ出力できます。 

    ＲＳ－２３２Ｃへの出力と同時にプリンタへの印字も行います。 

  5.1.1 通信仕様の設定 
    重量表示で［ メニュー ］キーを３回押して“ＦＵｎＣ”を表示させて、 

   ［ 風袋／   ］キーを押します。 

    “ＬＣｄ”と表示され、［ 単位／   ］キーを１回押すと“ｒＳ２３２”と表 

    示されます。 

    “ｒＳ２３２”に関するメニュー項目は下のツリーのように構成されています。 

    ［ 風袋／   ］キーを押すと項目を選択します。      （ → ） 

    ［ メニュー ］キーを押すと項目表示を進めます。     （ ↓ ） 

    ［ 単位／   ］キーを押すと項目表示を戻します。     （ ↑ ） 

    ［ ＯＮ／ＯＦＦ ］キーを押すと一つ上の項目へ戻ります。 （ ← ） 

 

          → 

    ｒＳ２３２   ｗｉｎ 

          ← 

            ↓ ↑ 

                 → 

            ｂ．      ３００ｂ    ↑ 

                 ←  ６００ｂ ↓  ↑ 

                   １２００ｂ ↓  ↑ 

            ↓ ↑    ２４００ｂ ↓  ↑ 

                   ４８００ｂ ↓  ↑ 

                   ９６００ｂ ↓ 

                 → 

            ｄ．      Ｃｒ      ↑ 

                 ←  ＬＦ   ↓  ↑ 

            ↓ ↑     ＣｒＬＦ ↓  ↑ 

                    Ｃｎ   ↓ 

                 → 

            Ｐ．      Ｐ－Ｅ     ↑ 

                 ←  Ｐ－ｏｄｄ↓  ↑ 

            ↓ ↑     Ｐ－ｎｏｎ↓ 
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                 → 

            Ｓ．      Ｓ－１     ↑ 

                 ←  Ｓ－２  ↓ 

 

 

    設定は接続する外部機器の通信仕様と一致させてください。 

 



  5.1.2 データフォーマット 
    データ形式は、ＡＳＣＩＩ（ ＪＩＳ ）コードです。 

    △は、スペース（ ２０ｈ ）を示しています。 

      ①入力データ 

        ［ コマンド ］＋ ＣＲ（ ０Ｄｈ ） 

          コマンドについては 5.1.4 項を参照してください。 

      ②出力データ 

      〔 質量表示 〕 

        Ｓ－△△６０．００ｋｇ△(ＣＲ) 
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            極性   正のとき…△（ スペース ） 

                 負のとき…－ 

            安定情報 安定情報付出力時のみ付加  安定時……Ｓ 

                               非安定時…Ｕ 

      〔 個数表示 〕 

        Ｓ△△△△１００ＰＣＳ (ＣＲ) 

      〔 ％表示 〕 

        Ｓ△△△△１００％△△ (ＣＲ) 

      〔 ＯＬ表示 〕 

        Ｕ－△△△ＯＬ△△△△ (ＣＲ) 

  5.1.3 コマンド 
      ①出力コマンド 

        Ｄ０１  連続出力 

        Ｄ０３  安定情報付データ連続出力 

        Ｄ０５  １データ出力 

        Ｄ０６  オートプリント機能設定 

        Ｄ０７  安定情報付１データ出力 

        Ｄ０９  連続出力・オートプリント解除 

        ＤＴＲＤ  内蔵時計の日付・時刻データ出力 

      ②キー相当コマンド 

        ＰＯＷＥＲ ＯＮ／ＯＦＦキーに相当 

        ＴＡＲＥ  ＴＡＲＥキーに相当 

        Ｔ＋  ＴＡＲＥキー押し続けに相当 

        ＺＥＲＯ  ＺＥＲＯキーに相当 

      ③単位換算コマンド 

        ｋｇ  ｋｇ表示へ切替え 

        ＰＣＳ  個数表示へ切替え 

        ％  ％表示へ切替え 

      ④応用コマンド 

        ＰＴ＝  プリセット風袋値設定 

        ＵＷ＝  個数測定の単重値設定 

        ％＝  １００％重量値設定 

        ＣＨ＝  コンパレータ上限値設定 

        ＣＬ＝  コンパレータ下限値設定 

        ＣＭＰＲ  コンパレータモード実行 

        ＣＭＰＳ  コンパレータモード終了 

        ＣＭＰ  コンパレータ合否状態読み出し 

        ＤＡＴＥ＝ 内蔵時計の日付設定 

        ＴＩＭＥ＝ 内蔵時計の時刻設定 



 

5.1.4 応用コマンドの使い方 
    ＣＲは０ＤＨを示します。 

    １）“ＰＴ＝”：プリセット風袋値設定 

       例：ＬＤＳ－１５０Ｈ／Ｓを使用し、風袋量が１００ｋｇの場合 

         “ＰＴ＝１００００”＋ＣＲ 

         風袋量が１０ｋｇの場合 

         “ＰＴ＝０１０００”＋ＣＲ 

    ２）“ＵＷ＝”：個数測定単重値設定 

       例：ＬＤＳ－１５０Ｈ／Ｓを使用し、単重値が０．０５ｋｇの場合 

         “ＵＷ＝００００５”＋ＣＲ 

    ３）“％＝”：１００％重量設定 

       例：ＬＤＳ－１５０Ｈ／Ｓを使用し、１００％重量が５０ｋｇの場合 

         “％＝０５０００”＋ＣＲ 

    ４）“ＣＨ＝”：コンパレータ上限値設定 

       例：ＬＤＳ－１５０Ｈ／Ｓを使用し、上限値が１００ｋｇの場合 

         “ＣＨ＝１００００”＋ＣＲ 

         上限値が個数単位で５０個の場合 

         “ＣＨ＝０００５０”＋ＣＲ 

         上限値が％単位で６０％の場合 

         “ＣＨ＝００６００”＋ＣＲ 

    ５）“ＣＬ＝”：コンパレータ下限値設定 

       例：ＬＤＳ－１５０Ｈ／Ｓを使用し、下限値が３０ｋｇの場合 

         “ＣＬ＝０３０００”＋ＣＲ 

         下限値が個数単位で２０個の場合 

         “ＣＨ＝０００２０”＋ＣＲ 

         下限値が％単位で３０％の場合 

         “ＣＨ＝００３００”＋ＣＲ 

    ６）“ＣＭＰＲ”：コンパレータモード実行 

       例：４），５）の上下限値の設定後にこのコマンドを送信すると 

         コンパレータモードとなり、表示器に“ＨＩ”，“ＯＫ”， 

         “ＬＯ”のいずれかの記号が点灯します 

    ７）“ＣＭＰ”：コンパレータ合否状態読み出し 

       例：コンパレータモード実行中にこのコマンドを送信した場合 

         状態に応じて以下の文字が返信されます。 

         “ＨＩ”点灯時：“Ｈ”＋ＣＲ 

         “ＯＫ”点灯時：“Ｏ”＋ＣＲ 

         “ＬＯ”点灯時：“Ｌ”＋ＣＲ 

    ８）“ＤＡＴＥ＝”：内蔵時計の日付設定 

       例：“ＤＡＴＥ＝０００１０１” 

                      日 

                      月 

                      年（ 西暦下２桁 ） 

    ９）“ＴＩＭＥ＝”：内蔵時計の時刻設定 

       例：“ＤＡＴＥ＝１６０１” 

                      分 

                      時（ ２４時間制 ） 

    １０）“ＤＴＲＤ”：内蔵時計の日付・時刻出力 

       “ＤＴＲＤ”＋ＣＲとコマンド送信すると、下のように日付と時刻を 

       出力します。 

       “２０００－０１－０１”＋ＣＲ 

       “１６：０１”＋ＣＲ 
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  5.1.5 Ｗｉｎｄｏｗｓ直結機能を使う 
    Ｗｉｎｄｏｗｓ直結機能を利用することにより、Ｗｉｎｄｏｗｓ９５アプリケー 

   ションへ直接データ転送することができます。 

    次の手順で、はかりおよびＰＣの設定を行ってください。 

    １）はかりの設定 

①重量表示で［ メニュー ］キーを３回押して“ＦＵｎＣ”を表示 

       させます。 

②［ 風袋／   ］キーを押すと“ＡＰｏ：ｏｎ(ｏＦ)”と表示されます。 

      ③［ 単位／   ］キーを２回押すと、“ｒＳ２３２”と表示されます。 

      ④［ 風袋／   ］キーを押すと、“ｗｉｎ”と表示されます。 

      ⑤“ｗｉｎ”と表示しているときに、［ 風袋／   ］キーを押します。 

       Ｗｉｎｄｏｗｓ直結通信仕様が選択され、“→”が点灯します。 

       ※Ｗｉｎｄｏｗｓ直結通信仕様を解除するときは、“→ｗｉｎ”が 

        表示されているときに［ 風袋／   ］キーを押します。 

        “→”が消灯し、機能解除します。 

      ⑥はかりの電源を切ります。（ ＡＣアダプタ，乾電池を外します。 ） 

２）ＰＣの設定 

①ＰＣの電源を入れ、Ｗｉｎｄｏｗｓ９５を起動します。 

      ②「 ｽﾀｰﾄ 」→「 設定 」→「 ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾟﾈﾙ 」→「 ﾕｰｻﾞｰ補助 」を選び 

       ます。 

      ③「 情報 」以外のタグも含めて、どの項目にもチェックがついていない 

       ようにします。 

      ④「 情報 」タグの「 ｼﾘｱﾙｷｰﾃﾞﾊﾞｲｽを使う 」にチェックを付けます。 

      ⑤「 設定 」を開きます。 

      ⑥お使いになるＰＣのＲＳ－２３２Ｃポートに相当するシリアルポート 

       （ ＣＯＭ１～４のいずれか ）を選びます。 

      ⑦「 ボーレート 」を３００にします。 

      ⑧「 ＯＫ 」を選びます。 

      ⑨「 更新 」を選びます。 

      ⑩ＰＣの電源を切ります。 

    ３）準備 

      ①はかりとＰＣをＲＳ－２３２Ｃケーブルで接続します。 

      ②ＰＣに電源を入れ、Ｗｉｎｄｏｗｓ９５を起動します。 

      ③Ｗｉｎｄｏｗｓ９５が完全に立ち上がったら、はかりに通電します。 

 

    以上で設定および準備は完了です。（ この作業は毎回行う必要はありません。） 

 

    ４）動作の確認 

①Ｗｉｎｄｏｗｓ９５に付属している「 メモ帳 」（ またはご使用のアプ 

リケーション ）を開きます。 

      ②はかりの［ 印字／   ］キーを押すたびに、はかりの表示値（ 数値部分 ） 

       がＰＣ画面に表示されることを確認します。 

      ③「 メモ帳 」を終了します。 

 

    ５）データ転送 

       Ｗｉｎｄｏｗｓ９５直結機能によるＷｉｎｄｏｗｓアプリケーション 

      へのデータ転送は、はかりの［ 印字／   ］キーを押して行います。 

       ＰＣからはかりへコマンドを送信することはできません。 
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  Ｗｉｎｄｏｗｓ直結機能に関する注意 

    ＊この機能は、米国ＭｉｃｒｏＳｏｆｔ社純正の米国版 MicrosoftWindows95 

が稼動できないＰＣでは正常に動作しない可能性があります。 

日本語版Ｗｉｎｄｏｗｓ９５においては、ＰＣメーカーや一部の機種で、こ 

の機能を使えなかったり機能が制限されるものがあります。弊社は、現在お 

よび将来にわたって、すべてのＰＣで何らの問題もなくこの機能が使える 

ことを保証するものではありません。 

＊この機能を使うことによる直接・間接のいかなる不具合等についても弊社は 

その責を負いかねます。重要なデータやプログラムなどは必ず事前にバック 

アップをとってください。 

     Ｗｉｎｄｏｗｓ９５やＰＣそのものの操作等については、市販の書籍や取扱 

     説明書をご覧ください。 

    ＊ご使用にあたっては、Ｗｉｎｄｏｗｓ９５の「 ユーザー補助 」の機能が 

ＰＣにインストールされていることが必要です。 

インストールされていない場合は、次の手順でインストールしてください。 

「 ｽﾀｰﾄ 」→「 設定 」→「 ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾟﾈﾙ 」→「ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝの追加と削除 」 

     を選び、「 Ｗｉｎｄｏｗｓファイル 」のタグを開いて「 ユーザー補助 」 

     にチェックを付けるとインストールできます。 

    ＊いったんユーザー補助のシリアルキーデバイスを有効にしますと、改めて無 

効にするまで、そのＰＣ上ではそのＲＳ－２３２Ｃポートを使用するソフト 

ウェアは正常に動作できません。外付けモデムやプロッタなどを接続している   

場合などには、はかりとの接続が終わりましたら必ず「 シリアルキー 

デバイスを使用する 」のチェックを消してＷｉｎｄｏｗｓを再起動して下 

さい。 

 

まったく動作しないとき 

＊ノートパソコンの場合、省電力のためＲＳ－２３２Ｃポートを使わないとい 

う設定ができるものがあります。 

この場合は必ず事前にポートを使えるように設定してください。操作方法につ 

いてはノートパソコンの取扱説明書をご覧ください。 

＊ＣＯＭ１～４の設定を変更してみてください。 

変更後は必ずＷｉｎｄｏｗｓを再起動してください。 

 

    ときどき動作がおかしくなる 

＊日本語機能をＯＦＦにしてください。 

＊ＰＣの処理能力によっては、通信速度が速いと誤動作することがあります。 

 ボーレートを３００ｂｐｓとして使用してください。 

 はかりのメニューで“ｗｉｎ”を選択したときは、はかりのボーレートは自 

動で３００ｂｐｓに設定されます。 

＊ はかりからデータが送られているときに、ＰＣのキーボードやマウスを触 

らないでください。 

      キーボードやマウスに触る前に必ずはかりからのデータ転送をやめて、ＰＣ 

      にデータが入ってこなくなったことを確かめてください。 

     ＊はかりからのデータが荷重値でないときには、動作がおかしくなることがあ 

 ります。また、出力されるデータに単位は付きません。 

 ＊キーボードのＮＵＭＬＯＣＫやカーソルキーロックなどの各種ロックキー等 

 の設定によっては、正常に動作しないことがあります。 

 このような場合、ＰＣキーボードのこれらのロックキー・機能キー等の状態 

 を変えてみてください。 

     ＊この機能を使うときは、ＰＣ等からはかりへのコマンド送信はできません。 



 

 5.2 プリンタへ印字する 
    オプションのプリンタを組み込んでいる場合は、簡単に重量値を印字すること 

   ができます。プリンタへの印字と同時にＲＳ－２３２Ｃへの出力も行います。 

    プリンタが接続されているときのみ、メニュー項目が表示されます。 

  5.2.1 表示値を１回印字する 
    １）計る物を皿に載せて安定マーク（ → ）が点灯したら［ 印字／   ］キー 

を押します。 

 

    ２）表示値が印字されます。 
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                   ０．００ｋｇ 

                 １５０．００ｋｇ 

                  ７５．００ｋｇ 

 

 

       ※表示が変化している途中で［ 印字／   ］キーを押すと、 

        その瞬間の表示値を印字します。 

       ※１回の印字が終了するまでは、続けて［ 印字／   ］キー 

        を押さないようにしてください。 

        印字不良の原因となります。 

 

  5.2.2 オートプリント機能を使う 
    物を載せて表示が安定すると自動的に印字します。 

    下の手順でオートプリント機能を設定します。 

    ①重量表示で［ メニュー ］キー 

     を３回押します。 

     “ＦＵｎＣ”と表示されます。 

    ②“ＦＵｎＣ”表示で［ 風袋／   ］キー 

     を押すと“ＡＰｏ：ｏｎ(またはｏＦ)” 

     と表示されます。 

     ［ メニュー ］キーまたは［ 単位／   ］ 

     キーを押して“Ｐｒｔ”と表示させます。 

      

    ③“Ｐｒｔ”表示で［ 風袋／   ］キーを 

     押すと“ＡＰ”と表示されます。 

 

    ④［ 風袋／   ］キーを押します。 

     表示器上側に“＃”が表示されます。 

    ⑤表示右下の“ＡＰ”と書かれている 

     上に“▼”が点灯しているときは、 

     オートプリント機能が作動している 

     ことを示し、このときに［ 風袋／   ］ 

     キーを押すと“▼”が消灯し、 

     オートプリント機能が停止します。 

 

 

 

 

 

 



    ⑥表示右下の“ＡＰ”と書かれている 

     上に“▼”が消灯しているときは、 

     オートプリント機能が停止している 

     ことを示し、このときに［ 風袋／   ］ 

     キーを押すと“▼”が点灯し、 

     オートプリント機能が作動します。 

 

 

 

    オートプリント機能を作動させているときは、次のようにご使用ください。 

    １）［ ゼロ／   ］または［ 風袋／   ］キーを押して表示をゼロにします。 

 

    ２）計る物を皿に載せます。 

 

    ３）安定マーク（ → ）が点灯すると、自動で印字します。 

ＲＳ－２３２Ｃへも同時に出力します。 

 

    ４）皿から物を降ろして表示をゼロにします。 

 

    続けてオートプリントを利用するときは、一旦皿から物を降ろして表示をゼ 

   ロにしてください。 

物が皿に載ったまま、または表示がゼロから大きくずれている状態で物を載せ 

   ても自動で印字しません。 
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  5.2.3 日付・時刻を印字する 
    １）重量表示のときに［ 印字／   ］キーを約３秒押し続けます。 

２）下のように印字します。 

ＲＳ－２３２Ｃへも同時に出力します。 

 

                   １５０．００ｋｇ 
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                 ２０００－０１－０１ 

                      １６：０１ 

 

 

  5.2.4 統計計算機能を使う 
    オプションプリンタに付属している機能です。 

    プリンタを内蔵していない場合は、使用できません。 

    次の手順で統計計算機能を設定します。 

    ①重量表示で［ メニュー ］キーを 

     ３回押します。 

     “ＦＵｎＣ”と表示されます。 

    ②“ＦＵｎＣ”表示で［ 風袋／   ］キー 

     を押すと“ＬＣｄ”または“ＡＰｏ：ｏｎ(ｏＦ)” 

     と表示されます。 

     ［ 単位／   ］キーを３回押すと 

     “Ｐｒｔ”と表示されます。 

    ③“Ｐｒｔ”の表示で［ 風袋／   ］キー 

     を押します。 

     ［ メニュー ］キーまたは［ 単位／   ］ 

     キーを押して“ＳｔＡｔ”と表 

     示させます。 

    ④［ 風袋／   ］キーを押します。 

    ⑤プリンタに“ＳＴＡＴ．”と印字さ 

     れ、統計計算モードとなっているこ 

     とを示します。 

 

          ＊＊＊＊＊＊＊＊＜ＳＴＡＴ．＞＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

 

    ⑥［ ＯＮ／ＯＦＦ ］キーを３秒程押し続けて、重量表示へ戻します。 

    ⑦被計量物を載せて［ 印字／   ］キーを押します。 

      プリンタに重量値が番号付きで印字されます。 

 

          ＊＊＊＊＊＊＊＊＜ＳＴＡＴ．＞＊＊＊＊＊＊＊＊   

           ＮＯ．０００１       １００．００ｋｇ   

           ＮＯ．０００２       １００．０２ｋｇ   

           ＮＯ．０００３        ９９．９９ｋｇ   

                     ・              

                     ・              

                     ・              

 

    ⑧統計を取る試料数だけ、⑦の操作を繰り返します。 



    ⑨計量が終わったら、［ 印字／   ］キーを３秒以上押し続けます。 

    ⑩統計結果が印字されます。 

      個数（Ｎ），合計値（Ｔ），最大値（ＭＡＸ），最小値（ＭＩＮ）， 

     レンジ（ＲＮＧ：最大値と最小値の差 ），平均値（ＭＥＡＮ），標準 

     偏差（ＳＤ）を下のように印字します。 

 

          ＊＊＊＊＊＊＊＊＜ＳＴＡＴ．＞＊＊＊＊＊＊＊＊＊   

           ＮＯ．０００１        １００．００ｋｇ   

           ＮＯ．０００２        １００．０２ｋｇ   

           ＮＯ．０００３         ９９．９９ｋｇ   

          ＊＊＊＊＊＊＊＊＜ＲＥＳＵＬＴ＞＊＊＊＊＊＊＊＊   

                 Ｎ＝           ３ 

                 Ｔ＝      ３００．０１ｋｇ 

               ＭＡＸ＝      １００．０２ｋｇ 

               ＭＩＮ＝       ９９．９９ｋｇ 

               ＲＮＧ＝        ０．０３ｋｇ 

              ＭＥＡＮ＝      １００．００ｋｇ 

                ＳＤ＝        ０．０１ｋｇ 

          ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＜ＥＮＤ＞＊   

 

    ⑪続けて統計計算機能を利用するときは、⑦～⑩の操作を繰り返します。 

    ⑫統計計算を終了するときは、①～⑤までと同じ操作を行います。 

     プリンタの統計計算モードが解除されます。 

 

    ※ オートプリント機能と統計計算機能を併用することもできます。 

      オートプリント機能設定後に、統計計算機能を起動してください。 

 

  5.2.5プリンタ用紙のフィード 
    ［ 印字／   ］キーと［ 単位／   ］キーを同時に約３秒押し続けると、 

   フィードします。 

    その後、［ 印字／   ］キーと［ 単位／   ］キーを押し続けている間は、 

   フィードし続けます。 
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６．コンパレータ信号 

    本装置と、リレー出力インタフェースＩＦＢ－ＲＹ１（ オプション ）を接続し、 

   リレー接点信号に変換することにより、はかりの状態（ 測定中，ゼロ表示中，安定 

   中 ）やコンパレータ信号（ ＨＩ，ＯＫ，ＬＯ ）を外部制御機器（ シーケンサな 

   ど ）へ出力することができます。 

    詳しくは、リレー出力インタフェースＩＦＢ－ＲＹ１に付属の取扱説明書をご覧 

   ください。 

    また、島津オプション品以外の装置を接続しないでください。 

    その際に発生する本体の故障などは保証の対象外となります。 

 

！注意 

     ＲＳ－２３２Ｃコネクタには、ＲＳ－２３２Ｃ信号線と、コンパレータ信号 

    が配置されています。 

     市販のＲＳ－２３２Ｃケーブルなどをお使いの際には、事前に下表用途欄 

    のＲＳまたはＮＣ以外に結線がされていないことをお確かめください。 

     フル結線ケーブルなど、下表のＲＳまたはＮＣ以外も接続されているケー 

    ブルをお使いになられますと、はかりまたはパソコンなどが故障する恐れが 

    あります。 

 

ピン番号 用途 名称 機能 備考 

１ ＲＳ ＦＧ 保安用接地  

２ ＲＳ ＴＸＤ データ出力  

３ ＲＳ ＲＸＤ データ入力  

４ ＲＳ ＲＴＳ ＣＴＳとはかり内部で接続  

５ ＲＳ ＣＴＳ ＲＴＳとはかり内部で接続  

６ ＲＳ ＤＳＲ ハンドシェイク（受信）  

７ ＲＳ ＳＧ 信号接地  

８ ＮＣ ＮＣ あき  

９ ＮＣ ＮＣ あき  

１０ ＮＣ ＮＣ あき  

１１ コンパレータ ＧＮＤ コンパレータ用ＧＮＤ  

１２ コンパレータ ＯＰＥＲＡＴＥ はかり測定中出力 ＯＣ 

１３ ＮＣ ＮＣ あき  

１４ コンパレータ ＧＮＤ コンパレータ用ＧＮＤ  

１５ ＮＣ ＮＣ あき  

１６ コンパレータ ＳＴＡＢＬＥ はかり表示安定中出力 ＯＣ 

１７ ＮＣ ＮＣ あき  

１８ コンパレータ ＺＥＲＯ はかりゼロ表示中出力 ＯＣ 

１９ コンパレータ ＨＩ ＨＩ信号出力 ＯＣ 

２０ ＲＳ ＤＴＲ ハンドシェイク（送信）  

２１ コンパレータ ＯＫ ＯＫ信号出力 ＯＣ 

２２ ＮＣ ＮＣ あき  

２３ コンパレータ ＬＯ ＬＯ信号出力 ＯＣ 

２４ ＮＣ ＮＣ あき  

２５ ＮＣ ＮＣ あき  

      ＮＣ：Ｎｏ Ｃｏｎｎｅｃｔ       はかり内部無接続 

      ＯＣ：Ｏｐｅｎ Ｃｏｌｌｅｃｔｏｒ   オープンコレクタ出力 
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Ｄ－ｓｕｂ２５ピン コネクタ仕様 

 

 

 

   ＲＳ－２３２Ｃ部 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  コンパレータ出力部 
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                        出力耐圧 ＶＣＥ  ５０(Ｖ) 

                        出力電流 ＩOUT  ５００(mA/ch) 

 

 

 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

   （注意）コンパレータ出力信号の取り扱いには十分注意してください。 

   （注意）島津オプション品 リレー出力インターフェース IFB-RY1 のご使用を 

お勧めいたします。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

メニューマップ 
 

メインメニュー 

 

 重量表示   コンパレータ 

        Ｐｒｅ．ＴＡ 

        ＦｕｎＣ      ＡＰｏ： 

                  ｏＦＦ ｔ 

                  ｔｒＣ      ｏｎ 

                           ｏＦ 

                  ｂ：ｂ－１    ｂ－１ 

                           ｂ－５ 

                           ｂ－１０ 

                  ＣＡＬ 

                  ＣＡＬＳＥｔ 

                  Ｐｒｔ(プリンタ接続時のみ表示)   ＡＰｒ 

                                    ＳｔＡｔ 

                  ｒＳ２３２    ｗｉｎ 

                           Ｂ       ３００ｂ 

                                   ６００ｂ 

                                   １２００ｂ 

                                   ２４００ｂ 

                                   ４８００ｂ 

                                   ９６００ｂ 

                           Ｄ       Ｃｒ 

                                   ＣｒＬＦ 

                                   ＳＰＡＣＥ 

                                   ｎｏｎ 

                           Ｐ       Ｐ－Ｅ 

                                   Ｐ－ｏｄｄ 

                                   Ｐ－ｎｏｎ 

                           Ｓ       Ｓ－１ 

                                   Ｓ－２ 

                  ｒｔＣ      ｄ－ＳＥｔ 

                           ｔ－ＳＥｔ 
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